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第１章 はじめに 第 章1
ＡＣＣＵＳＹＮＣ（アキュシンク）をご利用いただく前の確認事項や、セットアップ

の手順を説明します。 

 

 

1-1 システム概要 

ＡＣＣＵＳＹＮＣは２台のコンピュータ間で指定したデータを比較して、一方の

データが更新されると、もう一方のデータにコピーして同じデータ環境にします。

ＡＣＣＵＳＹＮＣは「同期」をより便利に安全に行うことができます。 

 

デスクトップ PC で作成した書類の作業を他のコンピュータで続けたいが、い

ちいちファイルを移すのが面倒なとき、会社のコンピュータで受信したメールを

外出先に持参したノートパソコンで見たいときなど、ＡＣＣＵＳＹＮＣを使うと簡単

にコピーすることができます。 

 

－『このコンピュータ』と『相手のコンピュータ』－ 

ＡＣＣＵＳＹＮＣで使用する２台のコンピュータのうち、実際に操作を行うコンピュータ

を『このコンピュータ』、他方のコンピュータを『相手のコンピュータ』といいます。 
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第１章 はじめに 

1-2 動作環境と対応するデータについて 

ＡＣＣＵＳＹＮＣをインストールする前に必ずご確認ください。 

 

１ 動作環境 

ＡＣＣＵＳＹＮＣをお使いになるコンピュータ２台で、ハードディスクやメモリの

容量、通信の環境などをご確認ください。 

 CPU ： 100MHz 以上 

 対応 OS ： Windows XP/Me/98/2000 

 ハードディスク ： 11MB 以上の空き容量が必要 

 メモリ ： 64MB 以上 

 通信環境 ： 接続環境イーサネット、シリアルポートなどの 

  コミュニケーションポートを備えていること 

通信チャネル例： 

・有線／無線 LAN 

・インターネット経由 （ADSL、CATV、FTTH、ダイヤルアップ、ISDN） 

・ホットスポット 

・IEEE1394 ケーブル 

・シリアルケーブル 

・ＵＳＢリンクケーブル 

・ＬＡＮクロスケーブル 

※ インターネット経由で通信を行う場合は、『相手のコンピュータ』のグローバル

IP アドレスを、あらかじめ確認しておく必要があります。 
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1-2 動作環境と対応するデータについて 

２ 対応するデータ 

ＡＣＣＵＳＹＮＣが対応するファイルやフォルダは次のとおりです。 

• 
• 
• 
• 

マイドキュメントフォルダ 

任意のフォルダ 

「お気に入り」「Cookie」 

Microsoft Outlook 「メール」「アドレス帳」「予定表」「仕事」「メモ」 

 

※Internet Explorer 5.0／5.5／6.0 に対応します。 

※Microsoft Outlook 2000／2002 に対応します。 

※Outlook Express には対応しておりません。 

 

 

 

 × 
対応しておりません。

○ 
対応しています。 
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1-3 システムのセットアップ 

システムのセットアップの操作を説明します。 

この操作はＡＣＣＵＳＹＮＣをお使いになる両方のコンピュータで行う必要が

あります。 

 

《パッケージ版》と《ダウンロード版》では一部の操作が異なります。 

お間違いのないようにセットアップを行ってください。 

 
1 《パッケージ版》はパッケージのＡＣＣＵＳＹＮＣ CDをコンピュータにセット

すると、自動的にセットアップ画面が表示されます。もし画面が表示されな

い場合は、CDのアイコンを開き、ＡＣＣＵＳＹＮＣのセットアップアイコンを 

ダブルクリックします。 

《ダウンロード版》はダウンロードが完了したファイル（例：as100.exe）をダ

ブルクリックします。 

《パッケージ版》《ダウンロード版》ともＡＣＣＵＳＹＮＣのセットアップ画面が

起動し､「ＡＣＣＵＳＹＮＣ Setup」ウインドウが表示されます。 

 

2 ウインドウの内容を確認して、[次へ]ボタンをクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

 



1-3 システムのセットアップ 
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3 「使用許諾契約」の内容を必ずお読みください。 

読み終わったら、[はい]ボタンをクリックします。 

《パッケージ版》は「ユーザ情報」ウインドウが表示されます。 

 《ダウンロード版》は「インストール先の選択」（操作5）が表示されます。 

 

4 ※この操作は《パッケージ版》のみの操作です。 

 

ユーザー名、会社名と、パッケージのユーザー登録はがきにあるシリアル

番号を入力して、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

入力します 
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5 「インストール先のフォルダ」を確認して、[次へ]ボタンをクリックします。 

インストール先を変更したいときは[参照]ボタンをクリックして､表示される

「フォルダの選択」ウインドウで変更してください。 

  

6 セ ッ ト ア ッ プ の 進 捗 状 況 が 表 示 さ れ 、 セ ッ ト ア ッ プ が 完 了 す る と

[MEGASOFTオンラインアップデート]ウインドウが表示されます。 

 

7 オンラインアップデートの設定を行います。 

「定期的に自動チェックする」を選択して、自動チェックの間隔をリストから

選択し、「接続方法設定」ボタンをクリックます。 

 

確認して必要が 

あれば変更します。 

自動チェック間隔を 

リストから選択する。 
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 オンラインアップデートのためのインターネットの接続方法を設定します。 

いずれかを選択して、[設定]ボタンをクリックします。 

 

 元の画面に戻り、[設定]ボタンをクリックします。 

 

 

 

オンラインアップデートを自動的に行いたくないときは、「自動チェックしない」を 

選択してください。 

 

オンラインアップデートの設定は、メニューの[ヘルプ]→[オンラインアップデートの

設定]の順に選択しても行うことができます。 

オンラインアップデートの設定と操作については、「5-8 オンラインアップデート

（P78）」をご参照ください。 
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8 ※《パッケージ版》のみの操作です。 

「ユーザー登録」画面でユーザー登録する場合は[登録（SSL）]ボタンを 

クリックして、オンラインでユーザー登録を行ってください。 

  

後からユーザー登録をすることもできます。（メニューの[ヘルプ]→[ユーザー 

登録／変更ページ]の順に選択すると、オンライン登録できます。） 

後でユーザー登録する場合は、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

 

 

9 次のようなメッセージが表示されます。 

デスクトップにショートカットアイコンを作成したいときは、[はい]ボタンをク

リックします。 
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10 インストールが完了すると、[完了]ボタンをクリックします。 

 

11 セットアップ完了後、次のようなメッセージが表示される場合があります。 

その場合は、[はい]ボタンをクリックして、コンピュータを再起動してくだ 

さい。 

 

以上でセットアップが完了です。 

 

12 もう一台のコンピュータでも同じようにセットアップを行ってください。 

 

 アンインストール 

何らかの理由でＡＣＣＵＳＹＮＣをコンピュータから削除したい（アンインストールした

い）ときは、スタートメニューの[プログラム]→[ＡＣＣＵＳＹＮＣ]→[プログラムのアン

インストール]の順に選択し、表示された確認メッセージの[OK]ボタンをクリックし 

ます。 
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第２章 接続方法 
第 章2

 

ＡＣＣＵＳＹＮＣをお使いになる前に、各種ケーブルや接続方法ごとに 2 台の 

コンピュータを接続する設定が必要な場合があります。 

本章では 2 台のコンピュータの接続の操作をご説明します。 

 

 

2-1 接続設定について 

ＡＣＣＵＳＹＮＣの接続方法にはいくつかの方法があり、ＡＣＣＵＳＹＮＣを 

お使いになる前に本章をご参照の上、正しく設定されている状態を確認して 

ください。 

 

本章でご説明するコンピュータ接続の設定や確認の機能はＡＣＣＵＳＹＮＣの機

能ではありません。 

詳細な操作の方法は接続に使用するケーブルや各種カード、コンピュータ本体や

Ｗｉｎｄｏｗｓの操作説明書等をご参照ください。 
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第２章 接続方法 

2-2 接続設定の手順について 

ここでは次の６つの接続方法について、接続手順を説明します。 

必要な部分のみ参照してください。 

１．有線・無線ＬＡＮ接続 

２．ＵＳＢリンクケーブル接続 

３．ＩＥＥＥ１３９４（ｉＬｉｎｋ）ケーブル接続 

４．ＬＡＮクロスケーブル接続 

５．ＲＳ－２３２Ｃリバースケーブル接続 

６．インターネット接続 

 

 

各種カード・ケーブルの取り付け、ドライバのインストールについては、各種カード・

ケーブルの説明書をご参照ください。 

 

１ 有線・無線ＬＡＮ接続 

有線ＬＡＮケーブルまたは無線ＬＡＮで接続しているローカルネットワーク上

の２台のコンピュータ間で､ＡＣＣＵＳＹＮＣを使用するための接続手順は次の 

とおりです。 

 

設定ウィザードで設定を行う 

「3-2 設定ウィザード（P26）」参照 

２台のコンピュータをネットワークに接続する 
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2-2 接続設定の手順について 

２ ＵＳＢリンクケーブル接続 

ＵＳＢリンクケーブルで接続したで２台のコンピュータ間で、ＡＣＣＵＳＹＮＣを

使用するための接続手順は次のとおりです。 

 

 

各種周辺機器と接続させる通常のＵＳＢケーブルでは、ご利用いただけません。 

 

 
２台のコンピュータに、ＵＳＢリンクケーブルの

ドライバをインストールする 

設定ウィザードで設定を行う 

「3-2 設定ウィザード（P26）」参照 

２台のコンピュータを 

ＵＳＢリンクケーブルで接続する 
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第２章 接続方法 

３ ＩＥＥＥ１３９４（ｉＬｉｎｋ）ケーブル接続 

ＩＥＥＥ１３９４（ｉＬｉｎｋ）ケーブルで接続した２台のコンピュータ間で、 

ＡＣＣＵＳＹＮＣを使用するための接続手順は次のとおりです。 

 
Windows98/2000 の 

場合は、ドライバが 

必要な場合があります。 

ＩＥＥＥ１３９４（ｉＬｉｎｋ）ケーブルを 

２台のコンピュータに接続する 

設定ウィザードで設定を行う 

「3-2 設定ウィザード（P26）」参照 

２台のコンピュータでＩＰアドレスを指定する 

「2-3 ＩＰアドレスの手動設定（Ｐ18）」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows98はSecond Edition以外はＩＥＥＥ１３９４ケーブル接続をサポートしていな

いため、ご利用いただけません。 
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2-2 接続設定の手順について 

４ ＬＡＮクロスケーブル接続 

ＬＡＮクロスケーブルで接続した２台のコンピュータ間で､ＡＣＵＳＹＮＣを使用

するための接続手順は次のとおりです。 

 

ＬＡＮクロスケーブルで 

２台のコンピュータを接続する 

設定ウィザードで設定を行う 

「3-2 設定ウィザード（P26）」参照 

２台のコンピュータでＩＰアドレスを指定する 

「2-3 ＩＰアドレスの手動設定（P18）」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ＲＳ－２３２Ｃリバースケーブル接続 

RS-232C ケーブルで接続した２台のコンピュータ間で､ＡＣＵＳＹＮＣを使用 

するための接続手順は次のとおりです。 

 

設定ウィザードで設定を行う 
「3-2 設定ウィザード（P26）」、 

「5-2 1 シリアル接続の追加（P59）」参照 

RS-232Cケーブルで 

２台のコンピュータを接続する  
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第２章 接続方法 

６ インターネット経由で接続する場合 

インターネットを経由して２台のコンピュータ間で､ＡＣＵＳＹＮＣを使用する 

ための接続手順は次のとおりです。 

 
２台のコンピュータともに 

インターネットに接続する 

設定ウィザードで設定を行う 
「3-2 設定ウィザード（P26」、 

「5-2 2 ＴＣＰ/ＩＰ接続（アドレス指定）の 

追加（P61）」参照 

相手のグローバルIPアドレスを調べる 

「2-3 ＩＰアドレスの手動設定（P18）」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※インターネットへの接続の設定方法については、ご契約のプロバイダー 

などにお問い合わせください。 
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2-2 接続設定の手順について 

 ルータ経由のインターネット接続時の設定について 

ＡＣＣＵＳＹＮＣをご利用になるコンピュータがルータを経由してインターネットに 

接続している場合は別途設定が必要です。 

 

『相手のコンピュータ』がルータを経由している場合 

ルータを経由してインターネット接続をしているコンピュータに、インターネット経由

で接続するためには、ルータに外部からのアクセスを許可する設定を行う必要が

あります。 

『このコンピュータ』がルータを経由している場合 

ルータに外部へのアクセスを許可する設定を行う必要があります。 

（※ルータ側で特定のポートのみ外部へのアクセス許可をしている場合があります 

ので、詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。） 

 

なお、利用するポートとプロトコルは次のとおりです。 

  ポート   ：２２８５０ 
（※ＡＣＣＵＳＹＮＣの「オプション」－「接続方法」タブの「高度な設定」で 

  変更できます。） 

  プロトコル：TCP 
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第２章 接続方法 

2-3 ＩＰアドレスの手動設定 

ＩＰアドレスを手動で設定する操作を説明します。 

 

 

この設定は、次の接続方法のときにのみ必要な操作です。 

その他の方法で接続するときには必要ありません。 

  ・ＩＥＥＥ１３９４（ｉＬｉｎｋ）ケーブル接続 

  ・ＬＡＮクロスケーブル接続 

 

ＩＰアドレスの手動設定の方法は、お使いになるＷｉｎｄｏｗｓのバージョンに 

より異なります。お使いのマシンでＷｉｎｄｏｗｓのバージョンをご確認の上、該当

する部分を参照して確認をしてください。 

「ＩＰアドレス」「サブネットマスク」の設定について 

特に他のマシンとＩＰアドレスが重複しない場合は、以下の例の通り設定すること

をおすすめします。 

（ＡＣＣＵＳＹＮＣでは「ＩＰアドレス」は「192.168.0.1～192.168.0.254」の範囲で、「サブ

ネットマスク」は「255.255.255.0」で割り当てることを推奨します。） 

 例）    IP アドレス サブネットマスク 

 このコンピュータ  192.168.0.2 255.255.255.0 

 相手のコンピュータ  192.168.0.3 255.255.255.0 
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2-3 ＩＰアドレスの手動設定 

１ Windows98／Meの場合 

1 [スタート]→[設定]→[コントロールパネル]の順に選択してコントロール 

パネルを開き、「ネットワーク」アイコンをダブルクリックして開きます。 

2 [ネットワーク接続]タブの[現在のネットワークコンポーネント」の中から、

[TCP／IP]または「ＴＣＰ／ＩＰ －> <各種接続カード・デバイスの名前>」と

いう項目を選択し、[プロパティ]ボタンをクリックしてください。 

3 「IPアドレス」タブをクリックして画面を切り替えて、「ＩＰアドレスを指定」の 

項目をクリックし、「ＩＰアドレス」と「サブネットマスク」を入力します。 

4 [ＯＫ]ボタンをクリックして終了してください。 

（再起動が必要な場合は再起動をしてください。） 

 

 

２ Windows2000の場合 

1 [スタート]→[設定]→[コントロールパネル]の順に選択して、「ネットワーク

とダイヤルアップ接続」アイコンをダブルクリックして開きます。 

2 「＜お使いの接続方法（例.ローカル接続）＞」を右クリックして、メニューか

ら「プロパティ」を選択します。 

3 一覧の中から、「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」という項目を選択

し、「プロパティ」ボタンをクリックします。 

4 「次のＩＰアドレスを使う」を選択して、「ＩＰアドレス」と「サブネットマスク」を

入力します。 

5 [ＯＫ]ボタンクリックして終了します。 

（再起動が必要な場合は再起動をしてください。） 
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第２章 接続方法 

３ Windows XPの場合 

1 [スタート]→[コントロールパネル]を開き、「ネットワークとインターネット接

続」アイコン（クラシック表示の場合は「ネットワーク接続」）を選択し、 

「コントロールパネルを選んで実行します。」の「ネットワーク接続」を選択し

ます。 

2 [ネットワーク接続]タブの「＜お使いの接続方法（ローカル接続）＞」を 

右クリックして、「プロパティ」を選択します。 

3 一覧の中から、「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」という項目を選択

し、[プロパティ]ボタンをクリックしてください。 

4 「次のＩＰアドレスを使う」の項目をクリックして、「ＩＰアドレス」と「サブネット

マスク」を入力します。 

5 [ＯＫ]ボタンをクリックして終了します。 

（再起動が必要な場合は再起動をしてください。） 
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2-3 ＩＰアドレスの手動設定 

※接続設定の確認方法 

2 台のコンピュータが正しく接続できているかを確認する方法を説明します。 

 

この設定は、IPアドレスを手動で設定したときなどに、２台のコンピュータが正しく

接続されているかを確認するときに必要な操作です。 

 

確認の方法はお使いになるＷｉｎｄｏｗｓのバージョンにより異なります。お使

いのマシンでＷｉｎｄｏｗｓのバージョンをご確認の上、該当する部分を参照して

確認をしてください。 

 

１ Windows98／Meの場合 

1 『このコンピュータ』と『相手のコンピュータ』の両方で[スタート]→[プロ

グラム]→[MS-DOSプロンプト]の順に選択します。 

MS-DOSプロンプトウインドウが表示されます。 

2 『相手のコンピュータ』のキーボードで「ipconfig  /all」と入力して「Enter」

キーを押します。（  はスペースを表します。） 

表示されたIPアドレス（IP Address)を確認します。 

（複数の接続経路がある場合は、複数表示されます。ＡＣＣＵＳＹＮＣでご利

用になる接続方法のＩＰアドレスを確認してください。） 

3 『このコンピュータ』のキーボードで 

「ping  『相手のコンピュータ』のＩＰアドレス」 

と入力して「Enter」を押します。（  はスペースを表します。） 

次のように表示されたら、正しく接続できている状態です。 
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第２章 接続方法 

例）『相手のコンピュータ』のＩＰアドレスが「192.168.0.2」の場合の表示例 

す

22
入力しま
 

※うまくいかなかった場合 

上記のように表示されなかったときは、以下の操作で再度確認してください。 

1 『このコンピュータ』の[スタート]→[ファイル名を指定して実行]を選択 

します。 

2 「名前」の欄に「winipcfg」と入力し[ＯＫ]を選択します。 

3 「ＩＰ設定」ウインドウ内の「Ethernet アダプタ情報」の「PPP Adaper.」を 

お使いのネットワークカードの名前に変更してください。 

4 以下のような場合は、もう一度接続方法を確認してください。 

•
•
 ＩＰアドレスが「0.0.0.0」である 

 「サブネットマスク」の項目が空欄である 

• 『相手のコンピュータ』の IP アドレスと重複している 

 

 

ＡＣＣＵＳＹＮＣがご利用可能な場合でも、ウイルス対策ソフトに付属のファイアー 

ウォール機能により、うまくいかない場合がありますので、ＡＣＣＵＳＹＮＣを起動し

て、「3-2 設定ウィザード（P26）」をお試しください。 

また、弊社ホームページから、「接続チェックウィザード」で接続チェックを行うこと

ができます。 

http://www.megasoft.co.jp/support/accusync/index.html 

正しく 

接続されて 

います 

 



2-3 ＩＰアドレスの手動設定 

２ Windows2000／XPの場合 

1 『このコンピュータ』と『相手のコンピュータ』の両方で[スタート]→[プロ

グラム]→[アクセサリ]→[コマンドプロンプト]の順に選択します。 

2 『相手のコンピュータ』のキーボードで「ipconfig  /all」と入力して、 

「Enter」キーを押します。（  はスペースを表します。） 

表示されたIPアドレス（IP Address)を確認します。 

（複数の接続経路がある場合は、複数表示されます。ＡＣＣＵＳＹＮＣで 

 ご利用になる接続方法のＩＰアドレスを確認してください。） 

3 『このコンピュータ』のキーボードで 

「ping  『相手のコンピュータ』のＩＰアドレス」 

と入力して「Enter」を押します。（  はスペースを表します。） 

次のように表示されたら正しく接続できている状態です。 

 例）『相手のコンピュータ』のＩＰアドレスが「192.168.0.2」の場合の表示例 

 
入力します
  

正しく 

接続されて 

います 

 

※うまくいかなかった場合 

以上のように表示されなかったときは、次の操作でもう一度確認してください。 

1 『このコンピュータ』の[スタート]→[プログラム]→[アクセサリ]→[コマンド

プロンプト]を選択します。 

2 キーボードで「ipconfig」と入力して「Enter」を押します。 
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第２章 接続方法 

3 以下のような場合は、もう一度接続方法を確認してください。 

•

•
•

 「Ethernet Adapter ＜お使いの接続方法(例.ローカルエリア接続）＞」のＩ

Ｐアドレスが「0.0.0.0」である 

 「サブネットマスク」の項目が空欄である 

 『相手のコンピュータ』の IP アドレスと重複している 

 

 

うまくいかなかった場合でも、正常にご利用いただける場合がございますので、 

ＡＣＣＵＳＹＮＣを起動して、「3-2 設定ウィザード（P26）」をお試しください。 

また、弊社ホームページから、「接続チェックウィザード」で接続チェックを行うこと

ができます。 

http://www.megasoft.co.jp/support/accusync/index.html 
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はじめてお使いいただくとき 

の操作 
第 章3 
本章では、システムの起動と、はじめてお使いいただくときの設定方法、また 

終了の操作を説明します。 

 

 

3-1 システムの起動 

ＡＣＣＵＳＹＮＣはＷｉｎｄｏｗｓのスタートメニューから起動できます。 

また、デスクトップなどにショートカットアイコンをコピーした場合は、ショート 

カットアイコンをダブルクリックしても起動することができます。 
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第３章 はじめてお使いいただくときの操作 

3-2 設定ウィザード 

設定ウィザードではＡＣＣＵＳＹＮＣを初めてご利用いただく場合、または接続

先のコンピュータを変更する場合の基本的な設定を行います。 

 

 「第２章 接続方法（P11）」の操作を参考に、あらかじめ接続可能な状態で

あることをご確認の上、２台のパソコンが通信できる状態にしてから以下の操作を 

行ってください。 

 設定ウィザードでの設定は、双方のコンピュータを起動して行ってくださ

い。 

途中、『相手のコンピュータ』画面を参照する必要がありますので、ご注意くだ 

さい。 

 設定ウィザードの途中で『相手のコンピュータ』を認証します。 

一度認証しておくと、次回からは認証を求められることなく使用することができ 

ます。 

（離れたコンピュータ同士の場合は、事前にＬＡＮ接続やケーブル接続で認証して

おくことをお勧めします。） 

 

1 『このコンピュータ』でＡＣＣＵＳＹＮＣを起動します。 

『このコンピュータ』で「設定ウィザード｣ウインドウが表示されます。 

2 『相手のコンピュータ』でもＡＣＣＵＳＹＮＣを起動します。 

『相手のコンピュータ』で「設定ウィザード｣ウインドウが表示されます。 

※「設定ウィザード」が表示されないときは、メニューの[ツール]→[設定 

ウィザード]の順に選択して、「設定ウィザード｣ウインドウを起動してくだ 

さい。 
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3-2 設定ウィザード 

3 必ず『相手のコンピュータ』で「設定ウィザード」ウインドウが表示されて 

いることを確認してから、『このコンピュータ』の画面でチェックをつけて、

[次へ]ボタンをクリックします。 

 

チェックをつけないと[次へ]ボタンをクリックできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 「接続方法の選択」ウィザードが表示されます。 

接続方法を選択して[次へ]ボタンをクリックします。 

※ここではＴＣＰ／ＩＰ接続（ローカルネットワーク）を選択した場合の画面で

説明します。 

各接続方法の詳しい設定については「5-2 [接続方法]タブ（P58）」を 

ご参照ください。 
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第３章 はじめてお使いいただくときの操作 

5 次のように表示が切り替わります。 

確認して[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 接続されているコンピュータがリスト表示されます。 

相手のコンピュータを選択して[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作3でチェックをつけても、実際に『相手のコンピュータ』で「設定ウィザード」が 

起動していなければ『相手のコンピュータ』は表示されません。 

また、『相手のコンピュータ』で「設定ウィザード」が起動しているにもかかわらず 

相手コンピュータが表示されない場合は、弊社ホームページの「接続チェックウィ

ザード」で接続設定をご確認ください。 

http://www.megasoft.co.jp/support/accusync/index.html 
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3-2 設定ウィザード 

7 『このコンピュータ』『相手のコンピュータ』とも表示が切り替わります。 

『相手のコンピュータ』のウインドウに表示されているパスワードを、『こ

のコンピュータ』に入力して、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 表示が切り替わります。 

内容を確認して、[次へ]ボタンをクリックします。 
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第３章 はじめてお使いいただくときの操作 

9 次のように画面が切り替わります。 

「同期項目の設定ウィザード」で同期項目を追加します。 

詳細な操作の方法は「4-2 同期項目を追加する（P36）」をご参照くだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続けて他の同期項目を追加したいときは[追加]にチェックをつけて[次へ]

ボタンをクリックします。 

同期項目の追加を終了して次の設定へ進むときは[完了]にチェックをつけ

て[次へ]ボタンをクリックします。 
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3-2 設定ウィザード 

10 次のように画面が切り替わります。 

同期の方向を設定します。 

詳細な内容については「4-4 2 同期の方向（P49）」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 次のように画面が切り替わります。 

「削除」の設定をします。 

詳細な内容については「4-4 1 削除の設定（P48）」をご参照ください。 
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第３章 はじめてお使いいただくときの操作 

12 次のように画面が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、ＡＣＣＵＳＹＮＣを使用するための設定ができました。 

[完了]ボタンをクリックしてください。 
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3-3 システムの終了 

3-3 システムの終了 

「ＡＣＣＵＳＹＮＣ」ウインドウの[ファイル]→[ＡＣＣＵＳＹＮＣの終了]の順に選択

して終了します。 

 

 

 

 

 

 

初期の設定では、タイトルバーの[閉じる]ボタンをクリックしても、プログラムは 

終了せず、タスクバーに常駐します。 

※メニューの[オプション]→[全般]タブの[常にバックグラウンドで実行する]のチェッ

クをはすずと、[閉じる]ボタンで終了するように設定を変更できます。 
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第３章 はじめてお使いいただくときの操作 

Memo: 
 

34 



 

第4章 基本操作 
第 章4

ＡＣＣＵＳＹＮＣ画面での基本操作を説明します。 

 

4-1 ＡＣＣＵＳＹＮＣメインウインドウの各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ステータス」ウインドウ 「ステータス」ウィンドウ 

コンパクトモードボタン 

「ログ」ウインドウ 

「次回同期するアイテム」 

ウインドウ 

「接続方法と同期の設定」 

ウインドウ 

「メインボタン」ウインドウ 

ウインドウ操作ボタン 

メニューバー 

タイトルバー 

 

 

同期する 

一方のコンピュータで行われたデータの編集（ファイルの作成、編集、削除など）を

他方のパソコンに反映することを「同期する」といいます。 

「項目」と「アイテム」 

「メール」や「お気に入り」、「フォルダ」など同期するデータの種類を「項目」、一通

のメールや１つのファイルを「アイテム」といいます。 
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第4章 基本操作 

4-2 同期項目を追加する 

 

同期項目には、フィルタ機能により同期の対象に条件を付加することができます。 

※フィルタ機能については、「5-6 [フィルタ]タブ（P74）」をご参照ください。 

１ 同期項目の追加ウィザードを表示する 

新しい同期項目を追加するために、「同期項目の追加ウィザード」を表示し 

ます。 

この操作は２台でＡＣＣＵＳＹＮＣを起動し、接続した状態で行います。 

「同期項目の追加ウィザード」で行う操作は一方のコンピュータで操作すると、他方

のコンピュータにも反映されます。 

 

1 「メインボタン」ウインドウの[項目を追加]ボタンをクリックします。 

「同期項目の追加ウィザード」が起動します。 

 

 

 

 

次の操作でも「同期項目の追加ウィザード」を起動することができます。 

• 

• 

• 

「次回同期するアイテム」ウインドウの[追加するにはここをクリックしてくださ

い]をクリックする。 

すでに登録されている同期項目の上で右クリックし、表示されたメニューから 

[項目を追加する]を選択する。 

[ツール]メニューから[項目の追加]を選択する。 
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4-2 同期項目を追加する 

２ マイドキュメントフォルダを追加する 

1 「同期項目の追加ウィザード」で、[マイドキュメント]をクリックし、[次へ]ボタ

ンをクリックします。 

※すでに同期項目として登録されている項目はこのウィザードには表示され 

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 次のような画面が表示されます。 

いずれかを選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＡＣＣＵＳＹＮＣフォルダ」のみ 

同期したいとき 

（次ページ 参照） 
マイドキュメント全体を 

同期したいとき 
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第4章 基本操作 

 

「"ＡＣＣＵＳＹＮＣフォルダ"を作成し、その中だけを同期」を選択した場合は、マイ 

ドキュメントフォルダの中に「ＡＣＣＵＳＹＮＣフォルダ」という名前のフォルダを作成し、

そのフォルダを同期項目とします。 

 "ＡＣＣＵＳＹＮＣフォルダ"を 

作成し、その中だけを同期する  

 

 
3 次のような画面が表示されます。 

内容を確認して、[完了]ボタンをクリックします。以上で項目追加の操作は

終了です。 
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4-2 同期項目を追加する 

３ 任意のフォルダを追加する 

1 「同期項目の追加ウィザード」で、[フォルダ]をクリックし、[次へ]ボタンを 

クリックします。 

※すでに同期項目として登録されている項目はこのウィザードには表示され 

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 次のような画面が表示されます。 

同期をとりたいフォルダをそれぞれ指定して、[次へ]ボタンをクリックします。 

[参照]ボタンをクリックすると、「フォルダの参照」ウインドウが表示され 

ます。 

※フォルダ名をキー入力することもできます。 

フォルダ名をキー入力するときは、ドライブ名からのフルパスを正しく入力

してください。 
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第4章 基本操作 

3 次のような画面が表示されます。 

内容を確認して、[完了]ボタンをクリックします。以上で項目追加の操作は

終了です。 
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4-2 同期項目を追加する 

４ Outlook「メール」を追加する 

この操作は双方の Microsoft Outlook でメールの送受信ができる環境にある場合

のみ、操作できます。 

1 「同期項目の追加ウィザード」で、[メール]をクリックして、[次へ]ボタンを 

クリックします。 

※すでに同期項目として登録されている項目はこのウィザードには表示され

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 次のような画面が表示されます。 

いずれかを選択して、[次へ]ボタンをクリックします。 

[すべてのOutlookメールフォルダを同期]を選択したときは、5の操作へ進

みます。 

 

 特定のメールフォルダのみ

同期したいとき  

 

すべてのメールフォルダを

同期したいとき 
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第4章 基本操作 

3 「メールフォルダを選択して同期」を選択した場合は、次のような画面が表

示されます。 

『このコンピュータ』で同期をとりたいメールフォルダを指定して、[次へ]

ボタンをクリックします。（下図は受信トレイを選択した状態です。） 

 

同期したいメールフォルダを

選択します。 

 
「＋」マークのフォルダは下位にフォルダがあります。 

クリックすると下位のフォルダが表示されます。 

 

4 ※「メールフォルダを選択して同期」を選択した場合のみ行う操作 

です。 

『相手のコンピュータ』で同期をとりたいメールフォルダを指定して、 

[次へ]ボタンをクリックします。（下図は受信トレイを選択した状態です。） 

 

 

 

同期したいメールフォルダを

選択します。 
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4-2 同期項目を追加する 

5 次のような画面が表示されます。 

内容を確認して、[完了]ボタンをクリックします。以上で項目追加の操作は

終了です。 
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第4章 基本操作 

５ Microsoft Outlookのアドレス帳／仕事／メモを追加する 

1 「同期項目の追加ウィザード」で、追加したい項目をクリックし、[次へ]ボタ

ンをクリックします。（ここでは「アドレス帳」を追加する場合の画面で説明し

ています。） 

※すでに同期項目として登録されている項目はこのウィザードには表示され 

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 次のような画面が表示されます。 

内容を確認して、[完了]ボタンをクリックします。以上で項目追加の操作は

終了です。 
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4-2 同期項目を追加する 

６ Cookie／お気に入りを追加する 

1 「同期項目の追加ウィザード」で、追加したい項目をクリックし、[次へ]ボタ

ンをクリックします。 

（ここでは「Cookie」を追加する場合の画面で説明しています。） 

※すでに同期項目として登録されている項目はこのウィザードには表示され 

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 次のような画面が表示されます。（下図はCookieを選択した時の例です。） 

内容を確認して、[完了]ボタンをクリックします。以上で項目追加の操作は

終了です。 
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第4章 基本操作 

 

 「次回同期するアイテム」ウインドウのサイズ変更 

登録された同期項目は「次回同期するアイテム」ウインドウに表示されます。 

「次回同期するアイテム」ウインドウの下（「ログ」ウインドウとの境界）で、マウス 

ポインタの形状が両矢印の状態でドラッグすると、大きさを変更できます。 

 

 

 

 

  

46 
上下にドラッグします。



4-3 同期項目を削除する 

4-3 同期項目を削除する 

同期項目削除の操作は一方のコンピュータで行うと、他方のコンピュータに

も反映されます。 

この操作は２台でＡＣＣＵＳＹＮＣを起動し、接続している状態で行います。 

1 「次回同期するアイテム」ウインドウで削除したい同期項目の上で右クリッ

クし、表示されたメニューから[この項目を削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

2 確認メッセージが表示されます。 

[OK]ボタンをクリックしてください。 

以上で、同期項目削除の操作は終了です。 

 

 

 

 

 

 

同期項目から削除した項目をもう一度同期項目に追加したいときは、再度同期項

目追加の操作を行ってください。 
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第4章 基本操作 

4-4 同期の設定 

ここでは同期の設定として、次に行うチェックや同期の「削除」と「方向」を 

設定します。 

 

１ 削除の設定 

一方で前回同期後に削除されたアイテムがあったときの処理の仕方を設定

します。 

  一方で前回同期後に削除されたアイテムがあった場合に同期をとるには、

残っている側のアイテムを削除する方法と、残っている側のアイテムを他方に

コピーする方法が考えられます。 

  「削除しない」に設定すると、前回同期後に削除されたファイルを他方から 

コピーします。 

  「削除する」に設定すると、前回同期後に削除されたファイルを残っている側

で削除します。 

  

セットアップ後や同期項目を追加した直後に初めて行う同期で、「削除する」に設

定している場合は、前回同期したときの情報がないため、アイテムを削除しません。

詳細はP56の 欄をご参照ください。 

 

1 「接続方法と同期の設定」ウインドウで[削除の同期]ボタンをクリックし 

ます。「削除しない」／「削除する」がクリックするたびに切り替わります。 

 

 

 

 

[削除の同期]ボタンを右クリックして、メニューから 

選択しても同様に設定できます。 
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4-4 同期の設定 

２ 同期の方向 

同期をとる方向には次の３つがあり、同期をとる方向を設定します。 

• 

• 

• 

双方向 

お互いのコンピュータの状態に合わせて同期をとります。 

双方で別々に編集されたアイテムがあった場合は、「矛盾」と判断され 

ます。 

こちらから 

『このコンピュータ』の状態に『相手のコンピュータ』をあわせるように、

アイテムをコピー・削除します。 

あちらから 

『相手のコンピュータ』の状態に『このコンピュータ』をあわせるように、

アイテムをコピー・削除します。 

 

 

同期をとる方向を変更すると、前回同期時の情報が削除されてしまいます。その

ため、変更後と変更前を比べて削除されているファイルがあっても削除されません。

詳細はP56の 欄をご参照ください。 

 

1 「接続方法と同期の設定」ウインドウで[同期の方向]ボタンをクリックし 

ます。 

クリックするたびに 「双方向」／「こちらから」／「あちらから」の順に切り 

替わります。 

 

 

 

 

 

[同期の方向]ボタンを右クリックして、メニューから 

選択しても同様に設定できます。 
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第4章 基本操作 

50 

 
≪前回同期終了時の状態≫ 

ファイルが同じ状態で同期を行っても、「削除」と「方向」の設定に 

よってそれぞれ結果が異なってしまいます。 

下図を参照して正しく理解し、誤ってファイルを削除してしまわない 

ように注意してください。 

※ ≪前回の同期終了時の状態≫から、それぞれのコンピュータで 

≪今回同期直前の状態≫へファイルを削除したあとのファイルの 

動きを図にしています。 

図中   はコピーの向きを表し、×は削除を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片方で削除されたアイテムを

もう一方で削除せず、片方で

追加・更新されたアイテムを 

コピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片方で削除されたアイテム

をもう一方でも削除し、片方

で追加・更新されたアイテム

をもう一方にコピーします。 

 

相手側で削除したアイテムをこ

ちら側でも削除し、相手側に 

あってこちら側にないアイテムを

コピーします。 

こちら側で削除したアイテムを

相手側でも削除し、こちらに 

あって相手にないアイテムをコ

ピーします。 

削除 ： しない 

方向 ： 双方向

片方で削除されたアイテムをもう

一方で削除せず、こちら側にあっ

て相手にないアイテムをコピーし

ます。 

削除 ：しない 

方向 ： こちらから

片方で削除されたアイテムをもう

一方で削除せず、相手側にあっ

てこちら側にないアイテムをコピ

ーします。 

削除 ：しない 

方向 ： あちらから

削除 ： する 

方向 ： こちらから

削除 ： する 

方向 ： 双方向

削除 ： する 

方向 ： あちらか

≪今回同期直前の状態≫ 



4-5 チェックする 

4-5 チェックする 

設定されている同期項目について、同期の設定に従って２つのパソコン間で

状況をチェックし、その結果を「接続方法と同期の設定」ウインドウに表示し 

ます。 

１ チェックする 

1 「メインボタン」ウインドウの[チェック]ボタンをクリックします。 

チェック結果が「次回同期するアイテム」ウインドウに表示されます。 

 

 

 

 

 

チェックした結果、「次回同期するアイテム」ウインドウに双方のコンピュー

タで同期をとる必要があるアイテムの数がそれぞれ表示されます。 

 

 

 

コピー 同期をとるためにコピーを実行する必要のあるアイテムの数 

削除 同期をとるために削除する必要があるアイテムの数 

矛盾 双方で編集されているため、コピー／削除とも判断できないアイテムの数 

 

 

チェックの結果、同期する必要のあるアイテムが 

見つからなかったときはメッセージが表示されます。 

[OK]ボタンをクリックしてください。 
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第4章 基本操作 

２ チェック結果アイテムごとの設定変更 

チェックの結果、同期の対象になったアイテムごとに同期の設定を変更する

ことができます。 

1 「次回同期するアイテム」ウインドウのチェック結果(コピー、削除、矛盾) 

の数字をクリックします。 

ウインドウが表示され、同期項目に含まれる同期対象のアイテムが一覧

表示されます。（下図は「矛盾」の場合の表示例です。） 

2 同期の設定を変更したいときは、アイテムを選択して、ウインドウの下の 

ボタンをクリックします。 

3 [決定]ボタンをクリックします。 

設定した内容に同期の設定が変更されました。 

 

 

 

 アイテムを 

選択します。 
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変更したい内容のボタンをクリックします。



4-5 チェックする 

 フォルダの削除について 

フォルダはフォルダの中にアイテム（ファイル）が存在する場合があるので、「削除

の同期」に設定を変更したときは、次の点にご注意ください。 

・フォルダを「削除の同期」に変更すると、その中のファイルもすべて削除されま

す。 

・フォルダ内のファイルが１つでも「同期しない」設定に変更した場合は、フォルダ 

 が「削除の同期」に設定されていても、フォルダは削除されません。 

 （下図のような場合、ファイルBのみ「同期しない」設定に変更すると、フォルダも  

  削除されません。） 

同期を実行

「削除の同期」 

に設定 

フォルダ 

ファイル B 

「同期しない」

設定に変更 
フォルダ 

ファイル C

ファイル B

ファイル A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一時的に同期項目からはずす／もどす 

同期項目から削除せずに、一時的に同期の対象からはずし、また同期の対象に

戻すことができます。 

「次回同期するアイテム」ウインドウで一時的に同期の対象からはずしたい／同期

の対象に戻したい同期項目の前のチェックボックスをクリックします。 

 

チェックがついていないと、同期の対象外です。 

チェックがついていると、同期の対象になります。
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第4章 基本操作 

4-6 同期の実行 

同期の実行と同期の中断の操作を説明します。 

それぞれメインボタンウインドウのボタンで操作します。 

 

 

 

 

１ 同期を実行する 

1 「メインボタン」ウインドウの[同期]ボタンをクリックします。 

同期が実行されます。 

 

同期が終了すると、次のようなメッセージが表示されます。 

[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

２ 同期を途中で中止する 

1 同期実行中に「メインボタン」ウインドウの[中止]ボタンをクリックします。 

同期が中止され、次のようなメッセージが表示されます。 

[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。 
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4-7 同期したアイテムを復元する 

4-7 同期したアイテムを復元する 

同期を実行する前の状態に復元します。 

 

・復元は直前に実行された同期のみに有効です。 

・アイテム単位で同期の復元はできません。 

・オプションの[全般]タブで、「復元用にバックアップを作成しません」に設定して 

 いるときは、復元できません。詳細は「5-3 [全般]タブ（P66）」をご参照ください。 

 

1 「メインボタン」ウインドウの[復元]ボタンをクリックします。 

「同期前の状態に復元」ウインドウが表示されます。 

 

 

2 「同期前の状態に復元」ウインドウで内容を確認して、[開始]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

3 次のようなメッセージが表示されます。 

[ＯＫ]ボタンをクリックしてください。 
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 初めて行う同期について 

セットアップ後や同期項目を追加した直後などに、初めて行う同期では、「削除す

る」に設定している場合でも、アイテムを削除しません。 

これは、前回同期した情報がないため、ＡＣＣＵＳＹＮＣがアイテムを削除してよい

のか判断ができないからです。 

下図のように、『このコンピュータ』でアイテムＡを削除したあとで、同期の方向を

「こちらから」または「双方向」､「削除する」に設定し同期を実行すると、通常は『相

手のコンピュータ』のアイテムＡが削除されますが､初回に限り､アイテムＡはコピー 

されます。 

 
初回同期 

（前回同期情報なし）

アイテム A をコピーします。 

2 回目以降 

（前回同期情報あり） 

『このコンピュータ』で 

アイテムＡを削除した場合。

 

 

 

 

 

 

 
アイテム A を削除します。 

 

初めて行う同期で削除したいアイテムがある場合は、次の手順で操作してくだ 

さい。 

1 チェックをします。（「4-5 1 チェックする（P51）」参照） 

2 「次回同期するアイテム」ウインドウで削除する予定のアイテムの「コピー」の 

数字をクリックします。 

 

 

 

 

3 「コピーするアイテム」ウインドウで「削除の同期」に変更します。 

（「4-5 2 チェック結果アイテムごとの設定変更（P52）」参照） 

4 同期を実行します。（「4-6 同期を実行する（P54」参照） 
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第 章5 システムの設定 

本章では、ＡＣＣＵＳＹＮＣをご利用いただくための各種設定機能を説明し 

ます。 

 

 

5-1 「オプション」ウインドウの表示 

各種設定機能は「メインボタン」ウインドウの[オプション]ボタンをクリックし 

ます。 

「オプション」ウインドウが表示されます。 

それぞれのタブで各種設定を行うことができます。 

本章ではタブごとに設定内容を説明します。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

5-2 [接続方法]タブ 

[接続方法]タブでは次のような設定を行います。 

• 

• 

シリアル接続の追加 

RS-232C リバースケーブル接続（シリアル接続）でＡＣＣＵＳＹＮＣをご利用

の場合などに、シリアル接続を追加します。 

ＴＣＰ／ＩＰ接続（アドレス指定）の追加 

ＡＤＳＬやダイヤルアップなどからインターネット経由でＡＣＣＵＳＹＮＣをご利

用になる場合などに、ＴＣＰ／ＩＰ接続（アドレス指定）を追加します。 

 

 

以下の状態でないとＴＣＰ／ＩＰ接続（アドレス指定）はご使用になれません。 

 ・両方のコンピュータが起動していること 

  （スタンバイ状態ではご利用になれません。） 

 ・接続させる２台のコンピュータがＡＤＳＬ、ＣＡＴＶ、ＦＴＴＨ、ホットスポット、 

  ダイヤルアップなどでインターネットに接続している状態であること 

 ・両方のコンピュータでＡＣＣＵＳＹＮＣが起動していること 
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5-2 [接続方法]タブ 

１ シリアル接続の追加 

ＲＳ-232Ｃリバースケーブルなどを使い、ＣＯＭポート経由で２台のパソコン

を接続する場合などは以下の設定を追加してください。 

1 「オプション」ウインドウの[接続方法]タブを表示して、[追加]ボタンをクリッ

クします。 

「接続方法の追加ウイザード」ウインドウが表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
2 「接続方法の追加ウイザード」ウインドウで[シリアル接続]を選択して、 

[次へ]ボタンをクリックします。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

3 リストからご利用のポートを選択して、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 [完了]ボタンをクリックします。 
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5-2 [接続方法]タブ 

２ ＴＣＰ／ＩＰ接続（アドレス指定）の追加 

ＡＤＳＬやダイヤルアップなどからインターネット経由で外部のネットワークの 

コンピュータに接続する場合は、次の設定を追加してください。 

 

1 オプションウインドウの[接続方法]タブを表示して、[追加]ボタンをクリック 

します。 

「接続方法の追加ウイザード」ウインドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 「ＴＣＰ／ＩＰ接続（アドレス指定）」を選択します。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

3 『相手のコンピュータ』のグローバルＩＰアドレスを入力し、[次へ]ボタンを 

クリックします。 

※グローバルＩＰアドレスの確認方法は「※グローバル IP アドレスの確認方法

（P64）」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 [完了]ボタンを押してください。 
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5-2 [接続方法]タブ 

 

 ＴＣＰポートおよびＵＤＰポートは[オプション]→[接続方法]→[高度な設定]で変

更できます。ファイアウォールを利用している場合などは必要に応じて変更して

ください。 

 なお、インターネット経由で接続を行う場合は、ＵＤＰポートは使用しません。 

ダイヤルアップ接続を行う場合は、「常時接続をする」のチェックを外してください。 

「常時接続をする」のチェックを外すと、「接続していません」というメッセージに 

変わり、[同期]、[チェック]ボタンなどを押した場合にのみ『相手のコンピュータ』

に接続し、同期を行うようになります。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

※グローバルＩＰアドレスの確認方法 

インターネットやＬＡＮに接続されている全てのコンピュータには、「ＩＰアドレ

ス」という番号が割り当てられています。 

 「ＩＰアドレス」には、「グローバルＩＰアドレス」と「プライベートＩＰアドレス」の２種

類があります。 

「グローバルＩＰアドレス」は、各種モデムなどから直接インターネットに接続し

ているコンピュータに割り当てられる IP アドレスです。  

「プライベートＩＰアドレス」は、会社内のＬＡＮに接続したり、ルータを経由して

インターネットに接続しているコンピュータに割り当てられる IP アドレスです。 

※次のような場合は、プライベートＩＰアドレスが割り当てられている場合が 

あります。  

• 
• 

• 
• 

会社などのネットワーク（ＬＡＮ）に属しているコンピュータ 

ブロードバンドルータ、ダイヤルアップルータなどのルータを導入してい

る場合 

ルータタイプのＡＤＳＬモデムを利用している場合 

ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）など一部のプロバイダ 

 

グローバルＩＰアドレスかどうかの確認方法 

お使いのコンピュータが、「グローバルＩＰアドレス」が割り当てられているコン

ピュータかどうかは、次の手順で確認してください。 

1 ＡＣＣＵＳＹＮＣを起動しているコンピュータのＩＰアドレスを調べます。 

※Windowsのバージョンによって操作が異なりますので、ご注意ください。 

Windows98／Me の場合 

1 [スタート]→[ファイル名を指定して実行]の順に選択します。  

2 「名前」の欄に「winipcfg」と入力して、「ＯＫ」ボタンをクリックします。  

3 「ＩＰ設定」ウインドウ内の「Ethernet アダプタ情報」の「PPP Adapter.」

をお使いのネットワークカードの名前に変更します。 

4 表示された「ＩＰアドレス」を確認する。 
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5-2 [接続方法]タブ 

 

Windows2000／XPの場合  

1 [スタート]→[プログラム]→[アクセサリ]→[コマンドプロンプト]の順に 

選択します。  

2 キーボードから「ipconfig」と入力して[Enter]キーを押してください。 

3 表示された「Ethernet Adapter <ご利用の接続方法（例.ローカル 

エリア接続）>の「ＩＰアドレス」を確認してください。 

2 プライベートＩＰアドレスの範囲内にＩＰアドレスがないかを確認します。 

（以下の範囲に含まれている場合は「プライベートIPアドレス」です。） 

「10.x.x.x」「172.16.x.x～172.31.x.x」「192.168.x.x」 

例）10.3.79.2、172.16.1.20、192.168.11.21など 

※「169.254.x.x」の場合は、正しくネットワークの設定ができていない可能 

性があります。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

5-3 [全般]タブ 

[全般]タブでは、ＡＣＣＵＳＹＮＣの動作状態などを設定します。 

それぞれクリックして、チェックのＯＮ／ＯＦＦを切り替えてください。 

 

 

１ 全般 

 

①

②

③

④

⑤

 

①Windows の起動時にＡＣＣＵＳＹＮＣを実行する 

  （ O N ）：Windows 起動時にＡＣＣＵＳＹＮＣを起動して、同期を実行 

         します。 

  （OFF）：Windows 起動時にＡＣＣＵＳＹＮＣを起動しません。 

 

②起動時にウインドウを表示しない 

  （ O N ）：ＡＣＣＵＳＹＮＣを起動したときに、ＡＣＣＵＳＹＮＣウインドウを 

         表示しません。（タスクバーに入っています。） 

  （OFF）：ＡＣＣＵＳＹＮＣを起動したときに、ＡＣＣＵＳＹＮＣのウインドウ 

            を表示します。 

 

③常にバックグラウンドで実行する 

  （ O N ）：同期実行時には必ずＡＣＣＵＳＹＮＣウインドウを表示します。 

  （OFF）：設定によって、ＡＣＣＵＳＹＮＣウインドウを表示しないときが 

         あります。 
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5-3 [全般]タブ 

 

④同期中に必ずウィンドウを表示する 

  （ O N ）：[閉じる]ボタンをクリックしても終了せず、タスクバーに常駐 

         します。 

  （OFF）：[閉じる]ボタンをクリックすると、ＡＣＣＵＳＹＮＣが終了します。 

 

⑤復元用にアイテムをバックアップする 

  （ O N ）：復元用にバックアップファイルを作成します。 

  （OFF）：復元用にバックアップファイルを作成しません。 

           （復元機能が無効になりますが、コンピュータの負担が軽くなり､処理が早く 

なります。一時的に設定することで効率よく処理することができます。） 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

２ コンパクトモード 

コンパクトモードに関する設定を行います。 

コンパクトモードについては「5-7 コンパクトモード（P77）」をご参照ください。 

 

 

① 

② 

 

①コンパクトモードで表示する 

  （ O N ）：コンパクトモードのときはどのウインドウよりも前に表示します。 

  （OFF）：他のウインドウと同じです。 

 

②常に手前に表示する 

  （ O N ）：コンパクトモードで表示します。 

  （OFF）：通常のＡＣＣＵＳＹＮＣウインドウ（フルモード）で表示します。 
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5-3 [全般]タブ 

３ ログとログファイル 

ＡＣＣＵＳＹＮＣで行った同期の記録はログとして記録されています。 

ログ（動作記録）についての設定を行います。 

 

 

①ログファイルを保存する 

  （ O N ）：ログをファイルに保存します。 

  （OFF）：ログをファイルに保存しません。 

 

②フォルダ 

  ログファイルの保存先を指定します。 

  （ログファイルに保存する設定のときのみ有効） 

  [参照]ボタンをクリックしてフォルダを変更すること

 

③ログファイルの再作成 

  新しいログファイルを作成するタイミングを設定し

 

 

ログファイルの内容は「メインボタン」ウインドウの[ログ]ボ

ファイル単位に参照できます。 
① 

② 
③ 

ができます。 

ます。 

タンをクリックし、 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

5-4 [同期の方式]タブ 

同期の方向と削除の同期に関する設定を行います。 

ここでの設定内容はＡＣＣＵＳＹＮＣウインドウのボタンでの操作と同じです。 

詳しくは「4-4 同期の設定（P48）」を参照してください。 
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5-5 [同期スケジュール]タブ 

5-5 [同期スケジュール]タブ 

同期を行うタイミングなどを設定します。 

 

 

１ 自動同期 

それぞれクリックして ON／OFF を切り替えて設定します。 

 

同様の設定は「接続方法と同期の設定」ウインドウのボタンでも行えます。 

 

 

①

②

③

①ＡＣＣＵＳＹＮＣの起動時に、自動的に同期を開始する 

  （ O N ）：ＡＣＣＵＳＹＮＣを起動するとそのタイミングで同期を行います。 

  （OFF）：ＡＣＣＵＳＹＮＣ起動時には同期は行いません。 

 

②リアルタイムにチェックする 

  （ O N ）：常時チェックを行います。 

  （OFF）：常時チェックを行いません。 

 

③リアルタイムに同期を開始する（常時チェックを行う設定のときのみ有効） 

  （ O N ）：常時同期を行います。 

  （OFF）：常時チェックのみで、同期は行いません。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

２ 定期的な同期スケジュール 

毎週月曜日、毎日午後３時など、定期的に同期を行うためのスケジュールを

登録します。 

1 [定期タスクの設定]ボタンをクリックします。 

「定期タスクの設定」ウインドウが表示されます。 

 

2 新しいスケジュールを作成するときは、[新規]ボタンをクリックし、スケジュー

ルを設定します。 

 スケジュールを 

設定します。  
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5-5 [同期スケジュール]タブ 

 

スケジュールが１件のみの場合は 

表示を切り替えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

3 スケジュールを削除するときは、「▼」ボタンをクリックし削除したいスケジ

ュールを表示して、[削除]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お使いのパソコンの環境により、次のようなウインドウが表示される場合があり 

ます。 

お使いの環境のアカウントとパスワード 

をそれぞれ入力し、[OK]ボタンをクリック 

してください。 

 

クリックしてチェックの

ON／OFF で表示を切り

替えられます。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

5-6 [フィルタ]タブ 

同期の対象とするアイテムの条件を追加します。 

 

フィルタ機能を使用しないときは 

（OFF）にします。 

フィルタ機能を利用できる同期項

目が、一覧で表示されます。 

 

フィルタの設定操作は次のとおりです。 

1 「フィルタ機能を使用する」が （ON）になっていることを確認してから、 

フィルタを設定したい同期項目を選択し､[設定]ボタンをクリックします。 

「同期項目のプロパティ」ウインドウが表示されます。 

 

フィルタを設定したい同期項目を

選択します。 
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5-6 [フィルタ]タブ 

2 フィルタを設定して [OK]ボタンをクリックします。 

（下図は「仕事」のフィルタ画面です。同期項目により設定できるフィルタ 

 が異なり、「同期項目のプロパティ」ウインドウの内容も異なります。） 

 

「同期項目のプロパティ」ウインドウが閉じて、設定したフィルタが表示され 

ます。 

 

 

 

フィルタを解除したいときは、「同期項目のプロパティ」ウインドウで[すべてのアイ

テムを同期する]を選択してください。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

 Outlookアイテムのフィルタ設定時の削除の動きについて 

フィルタは、同期の対象にしたいアイテムの作成または更新日時を限定するため

の条件です。 

そのため、アイテムを削除した場合、削除した日ではなく、アイテムを作成または

更新した日付によって、削除する／しないを判断します。 

※下図は、「こちら」から「あちら」へ、「削除する」同期を実行したときの例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

削除する 

※同期対象なので、 

削除されます。 

削除

削除
フィルタ

C D×

B

A×
同期項目（こちら） 

削除しない 

※同期対象外なので、 

削除した日時に関係なく

削除されません。 

「削除する」同期を実行 

フィルタ

C D×

B

A

同期項目（あちら） 
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5-7 コンパクトモード 

5-7 コンパクトモード 

ＡＣＣＵＳＹＮＣはコンパクトモードで表示することができます。コンパクトモー

ドでの操作はそれぞれ次の図のとおりです。 

 

コンパクトモード表示へ

フルモード表示へ 

ＡＣＣＵＳＹＮＣのメインウインドウで設定された

チェックまたは同期のルールで、チェック／ 

同期を行います。
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

5-8 オンラインアップデート 

ＡＣＣＵＳＹＮＣには、プログラムの機能追加や問題解消のためのオンライン

アップデート（インターネットを利用したプログラム自動更新）機能が搭載されて

います。 

ＡＣＣＵＳＹＮＣを最良の状態でご利用いただくために、ぜひご活用ください。 

 

1 オンラインアップデートの設定 

オンラインアップデートの設定は、ＡＣＣＵＳＹＮＣのインストール時に設定済

みです。設定内容を変更したいときに以下の操作を行ってください。 

 

1 メニューバーの[ヘルプ]→[オンラインアップデート設定]の順に選択し 

ます。 

2 「MEGASOFTオンラインアップデート」ウインドウで、「定期的に自動チェッ

クする[推奨]」を選択し、自動チェックの間隔をリストから選択してください。 

または、「自動チェックしない」を選択してください。 
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5-8 オンラインアップデート 

3 必要があれば､「接続方法設定」ボタンをクリックして､接続の方法を設定し

てください。 

 
設定ができたら、クリックして

元の画面に戻ります。 

 

4 「MEGASOFTオンラインアップデート」ウインドウで、「設定」ボタンをクリッ

クします。 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 

2 オンラインアップデートの操作 

1 「MEGASOFTオンラインアップデート」の設定で､「定期的に自動チェックす

る」を設定した場合は､該当する日にＡＣＣＵＳＹＮＣを起動すると自動的に

オンラインアップデートが実行されます。 

「自動チェックしない」を設定した場合は、ＡＣＣＵＳＹＮＣのメニューバーの 

[ヘルプ]→[オンラインアップデート]の順に選択することで、オンラインアッ

プデートが実行されます。 

 

次の画面が表示されます。[次へ]ボタンをクリックします。 

 

2 各画面で画面に画面の説明にそってアップデートを進めてください。 

最後の画面では[閉じる]ボタンをクリックしてください。 

 

   ①                     ② 

  

選択します。 

※ファイル名とサイズは、 

この限りではありません。 
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5-8 オンラインアップデート 

   ③                     ④ 

  

 

⑤ 
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第５章 システムの設定（「オプション」機能） 
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